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　産総研では、酵母を培養して、バイオマスから機能
性材料を製造する技術を開発している。特に、環境
にやさしく、高機能な材料である、糖型バイオサー
ファクタント（BS）の開発を進めている（右図）。
　現在、糖型BSを量産する微生物や、新しい糖型BS
を生産する微生物の探索を行っており、使用するバ
イオマスの選択やプロセスの効率化も含めて、BS製
造技術に関する研究を展開している。

＜図＞

　BSは、微生物（バイオ）が生産する界面活性剤
（サーファクタント）であり、優れた界面活性を示す。ま
た、合成界面活性剤にはない、様々な機能も発揮す
るため、幅広い産業分野での応用が期待されている
（右図）。
　例えば、糖型BSは、保湿性能を示すためスキンケ
ア素材としての実用化が期待できる。抗菌活性や抗
腫瘍活性を示し、また、遺伝子導入技術への応用も
期待されている。
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　　産業技術総合研究所は2001年4月に16の国立研
究所が1つに統合され、法人化された日本で最大級
の研究所です。研究の分野は右図にあります6分野
についての研究活動を行っております。すなわち、ラ
イフサイエンス、情報・エレクトロニクス、ナノテク・材
料・製造、環境・エネルギー、地質、計測・標準です。
ここでは、各分野の紹介といくつかの開発例などにつ
いての紹介を致します。

　　産総研の産学官連携活動について、いくつかの
具体例を示して紹介します。右の図は、連携活動を
するときの所内関連部門の連携を示したもので、外
部からの企業ニーズに対しては、まづ、産学官連携
部門や知的財産部門で対応し、その後、研究者との
マッチングを行ないます。また、産総研が取り組んで
いる連携モデルについての具体的事例も紹介致しま
す。
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